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　　　　平成21年２月１日現在
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　近年、路面電車の魅力やその特性が見直され、まちづくりと一体と
なった活用が多くの都市で進められています。
　今月号では、路面電車の魅力、そして中央区のシンボルである路面
電車を活かしたまちづくりについて紹介します。

市電を活かしたまちづくり
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み
な
が
ら
移
動
で
き
る
の
も
魅
力

で
す
。

○
運
行
時
間
が
正
確
!!

　

軌
道
上
を
走
行
す
る
た
め
、
定

時
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
!!　

　

車
両
や
電
車
停
留
所
な
ど
も
含

め
た
ま
ち
の
全
体
的
な
デ
ザ
イ
ン

化
や
路
面
電
車
の
シ
ン
ボ
ル
化
に

よ
り
、
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
に
も
貢

献
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
路
面

電
車
の
特
性
を
、
ま
ち
づ
く
り
の

中
で
上
手
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
い
え
ま
す
。

◇
さ
ら
に
便
利
な
乗
り
物
へ
◇

　

交
通
局
で
は
、
平
成
19
年
11
月

か
ら
翌
年
３
月
に
か
け
て
研
究
機

関
な
ど
と
共
同
で
新
型
路
面
電
車

の
走
行
試
験
（
※
）
を
実
施
し
ま

し
た
。こ
の
車
両
は
、バ
ッ
テ
リ
ー

で
も
走
行
が
可
能
な
乗
り
降
り
し

や
す
い
低
床
式
の
も
の
で
、
冬
期

運
行
の
安
全
性
な
ど
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
し
た
。

路
面
電
車
の
あ
ゆ
み

　

大
正
７
年
に
開
催
さ
れ
た
北
海

道
博
覧
会
を
機
に
札
幌
で
路
面
電

車
が
走
り
始
め
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
は
、
総
距
離
25
㌔

あ
っ
た
路
面
電
車
も
、
地
下
鉄
の

開
業
や
自
動
車
の
普
及
に
伴
っ
て

次
々
に
路
線
が
廃
止
さ
れ
、
昭
和

49
年
に
現
在
の
「
西
４
丁
目
」
か

ら
「
す
す
き
の
」
間
の
約
８
・
５

㌔
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
、
路
面
電
車
の
持

つ
「
人
や
環
境
に
優
し
い
」
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
世
界
的
に

見
直
さ
れ
、
国
内
で
も
路
面
電
車

復
活
を
検
討
す
る
都
市
が
出
て
き

て
い
ま
す
。

　

現
在
札
幌
市
で
も
、
ま
ち
づ
く

り
と
一
体
と
な
っ
た
活
用
な
ど
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

見
直
さ
れ
る
路
面
電
車

○
人
や
環
境
に
優
し
い
!!

　

道
路
か
ら
直
接
乗
り
降
り
で
き

る
の
で
、
階
段
な
ど
が
多
い
地
下

鉄
に
比
べ
て
人
へ
の
負
担
が
少
な

く
、
ま
た
、
排
出
ガ
ス
を
出
さ
な

い
環
境
に
も
優
し
い
乗
り
物
で
す
。

○
わ
か
り
や
す
く
て
安
心
!!

　

道
路
上
の
軌
道
を
走
る
た
め
、

行
き
先
な
ど
を
目
で
見
て
確
認
で

き
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

車
窓
か
ら
、
ま
ち
の
景
色
を
楽
し

特集　市電を活かしたまちづくり

▲

昭
和
36
年
当
時
の
北
３
西
２
（
提

供
：
札
幌
市
写
真
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

▲

南
６
西
14
付
近
（
現
在
）

▲

ハ
イ
ト
ラ
ム

※
写
真
の
試
験
車
両
は
、
実
際
に
導
入
す
る
車
両
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
導
入
す
る
車
両
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲

ス
イ
モ

西15丁目

大通公園
西11丁目

大通

西18丁目

地下鉄東西線

地
下
鉄
南
北
線

西４丁目

すすきの

中
島
公
園

幌
平
橋

す
す
き
の

ロープウェイ入口

中央図書館前

中島公園通

国
道
2
3
0
号

1

2

4

3

中島公園

札幌市埋蔵文化財センター

札幌市資料館

札幌市水道記念館

①
中
島
公
園

　

緑
と
水
が
豊
か
で
、
園
内
に
は
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
Ｋキ

タ

ラ

ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
を

は
じ
め
、
数
多

く
の
施
設
が
あ

り
ま
す
。

a

　
中
島
公
園

☎
（
511
）
３
９

２
４（
中
島
公
園

管
理
事
務
所
）

②
札
幌
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

大
昔
の
札
幌
の
様
子
や
土
器
な
ど

の
文
化
財
を

展
示
し
て
い

ま
す
。

a

　
南
22
西
13

（
中
央
図
書

館
併
設
）

☎
（
512
）
５

４
３
０

③
札
幌
市
資
料
館

　

札
幌
の
歴
史
資
料
や
、
札
幌
出
身

の
漫
画
家
の

お
お
ば
比
呂

司
氏
の
作
品

な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

a

　
大
通
西
13

☎
（
251
）
０

７
３
１

④
札
幌
市
水
道
記
念
館

　

参
加
・
体
験
型
の
施
設
や
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
な
ど
楽
し
い
施
設
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

今
年
の
開
館

期
間
は
４
月
11

日
㈯
か
ら
11
月

15
日
㈰
ま
で
。

a

　

伏
見
４

☎
（
561
）
８
９

２
８

市電に乗って行ってみよう
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◆　

◆　

◆　

◆

　

風
情
が
あ
る
乗
り
物
と
し
て
、

多
く
の
市
民
が
愛
着
を
感
じ
て
い

る
路
面
電
車
。

　

中
央
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
路

面
電
車
を
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
け
ば
よ
い
の

か
皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　昨年８月に電車事業所と隣接する伏見小学校
サブグラウンドを会場に第４回市電フェスティ
バルが行われました。
　これは、中央区のシンボルである市電をテー
マにしたイベントを実施することにより、市電
に対する愛着や地域の活性化を図ることを目的
に開催しています。

市電を活かしたまちづくりの取り組み

市電フェスティバルの開催

a　中央区地域振興課　☎（231）2400

　昨年10月から11月にかけて、市電の会（下
囲み記事参照）により「市電沿線文化がかおる
フォトラリー」が実施されました。これは、渡

わた

辺
なべ

淳
じゅん

一
いち

文学館やギャラリー土
ど

土
ど

どっこい窯
がま

な
ど市電沿線の文化施設８カ所を巡って写真を撮
るというもので、市電沿線の魅力に触れてもら
おうと中央区との協働で行われたものです。

市電沿線フォトラリー

　市電の会、札幌市および会の目
的に賛同する団体などで構成する
路面電車沿線活性化協議会が、沿
線の活性化を図ることを目的に、
路面電車や電車停留所のイルミ
ネーション装飾を行いました。
a　交通企画課　☎（211）2492

イルミネーション電車が走るカレンダーでわが街再発見

　西創成地区では、西創成親和
会をはじめ関係諸団体と西創
成まちづくりセンターが連携
し、市電やまち並みのカレン
ダーを地域配布用に作成して
います。これは、「わが街西創
成」の魅力再発見と地域の発展
を目的とするまちづくりの取り組みです。
a　西創成まちづくりセンター ☎（521）2384

「
市
電
の
会
」
紹
介

　

市
電
の
会
は
、
区
内
の
連
合

町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
商
店

街
振
興
組
合
、
賛
助
会
員
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
電
が
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ

る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
一
回
発
行
す
る
「
市
電
の

ふ
る
さ
と
」
で
は
、
会
の
活
動

や
路
面
電
車
に
関
す
る
情
報
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
市
電

の
好
き
な
方
な
ら
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

b

　

市
電
の
会
事
務
局

（
中
央
区
地
域
振
興
課
ま
ち
づ

く
り
調
整
担
当)

☎
（
231
）
２
４
０
０
（
内
線

219
・
253
）　
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あ
な
た
で
す
！　

火
事
を
出
す
の
も　

防
ぐ
の
も

　

３
月
末
は
平
成
20
年
度
国
民
健

康
保
険
料
第
10
期
分
の
納
期
限
で

す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
中
の
収
入
が
失
業
等

に
よ
り
、
前
年
と
比
べ
て
大
幅
に

減
少
し
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

に
な
っ
た
方
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
平
成
21
年
３
月
31
日
㈫
ま

で
に
、
平
成
20
年
中
の
収
入
を
証

明
す
る
書
類
（
確
定
申
告
書

（
控
）・
源
泉
徴
収
票
・
給
与
明
細

な
ど
）
を
持
参
の
上
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
を
納
付
で
き
な

い
事
情
が
あ
り
、
平
日
の
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
納
付
相
談
に
お
越

し
に
な
れ
な
い
方
に
対
し
て
、
夜

間
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
夜
間
相
談　

３
月
26
日
㈭
、
27

日
㈮
の
午
後
８
時
ま
で
。

※
夜
間
相
談
は
、
庁
舎
南
側
玄
関

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

詳
細　

保
険
年
金
課
収
納
一
・
二

係　
　
　
　

☎
（
231
）
２
４
０
０

　

川
に
雪
を
捨
て
る
と
、
水
の
流

れ
が
悪
く
な
り
、
川
の
水
が
あ
ふ

れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
川
に
雪

を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
川
の
周
辺
の
雪
や
氷
は

崩
れ
や
す
い
た
め
、
と
て
も
危
険

で
す
。

　

川
に
近
づ
く
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

詳
細　

河
川
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
（
818
）
３
４
１
５

　

国
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査

に
、
中
央
区
内
で
従
事
す
る
統
計

調
査
員
と
し
て
登
録
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

平
成
21
年
４
月
１

日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
健
康
な

方
。
な
お
、
税
務
・
警
察
・
選
挙

の
い
ず
れ
か
に
直
接
関
係
が
あ
る

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

す
で
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は

あ
ら
た
め
て
応
募
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▽
募
集
人
員　

若
干
名
（
応
募
書

類
お
よ
び
面
接
に
よ
り
選
考
）。

▽
仕
事
の
概
略　

調
査
期
間
中
に

担
当
地
域
内
の
調
査
対
象
（
世
帯

ま
た
は
事
業
所
）
を
訪
問
し
て
、

調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
、
関
係

書
類
を
作
成
の
上
、
区
役
所
に
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

調
査
に
よ
っ
て
は
多
少
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
報
酬　

個
々
の
調
査
に
よ
っ
て

異
な
る
ほ
か
、
同
じ
調
査
で
も
受

け
持
つ
調
査
対
象
の
数
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
18
年

に
実
施
さ
れ
た
平
成
18
年
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
の
平
均
的
な

報
酬
額
は
約
４
万
円
で
し
た
（
事

業
所
を
60
カ
所
担
当
し
た
場
合
）。

▽
応
募
方
法　
「
統
計
調
査
員
応

募
用
紙
」
に
必
要
事
項
の
記
入
お

よ
び
写
真
添
付
の
上
、
３
月
23
日

㈪
ま
で
に
中
央
区
地
域
振
興
課
へ

持
参
ま
た
は
郵
送
（
３
月
23
日
必

着
）。「
統
計
調
査
員
応
募
用
紙
」

は
区
役
所
お
よ
び
区
内
の
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
配
布
の
ほ
か
、

中
央
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.c
ity.sa

p
p
o
ro
.jp
/

chuo/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
な
お
、
応
募
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
開
催
す
る
説
明
会
に

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
説
明
会　

①
３
月
26
日
㈭
午
後

２
時
②
27
日
㈮
午
後
６
時
。
①
②

と
も
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
６
階
第

２
会
議
室
。

※
①
②
の
ど
ち
ら
か
の
説
明
会
に

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
区
役
所
・
区
内
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る

「
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
ま
た
は
「
中

央
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
・
詳
細　

地
域
振
興
課
統
計
担

当
（
〒
060-

8612 

南
３
西
11　

中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
６
階
）　

  

☎
（
231
）
２
４
０
０
（
内
線
550
）

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
と

 

夜
間
相
談
に
つ
い
て

川
へ
の
雪
捨
て
や
、川
に
近

づ
く
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

統
計
調
査
員
募
集

中央区役所
　☎231-2400（南３西11）
中央保健センター
　☎511-7221（南３西11）
中央区土木センター
　☎614-5800（北12西23）
中央区民センター
　☎271-1100（南２西10）
旭山公園通地区センター
　☎520-1700（南９西18）
　──────────
大通公園まちづくりセンター
　☎251-6353（北１西９）
東北まちづくりセンター
　☎251-8119（北２東２）
苗穂まちづくりセンター
　☎261-3669（北１東10）
東まちづくりセンター
　☎241-1696（南２東６）
豊水まちづくりセンター
　☎521-0204（南８西２）
西創成まちづくりセンター
　☎521-2384（南５西７）
曙まちづくりセンター
　☎511-0116（南11西10）
山鼻まちづくりセンター
　☎511-6371（南23西10）
幌西まちづくりセンター
　☎561-3256（南11西14）
西まちづくりセンター
　☎561-7124（南６西13）
南円山まちづくりセンター
　☎561-2472（南９西21）
円山まちづくりセンター
　☎611-3367（北１西23）
桑園まちづくりセンター
　☎621-3405（北７西15）
宮の森まちづくりセンター
　☎644-8760（宮の森２-11）

市コールセンター　☎222-4894

区役所関連施設区役所関連施設
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融
雪
期
に
入
り
ま
す
。
車
の
走
行
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
税
を
納
付
で
き
な
い
事
情
が

あ
り
、
平
日
の
午
後
５
時
15
分
ま

で
に
納
付
相
談
に
お
越
し
に
な
れ

な
い
方
に
対
し
て
、
夜
間
・
休
日

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▽
夜
間
相
談　

３
月
９
日
㈪
〜
13

日
㈮
の
午
後
８
時
ま
で
。

▽
休
日
相
談　

３
月
14
日
㈯
、
15

日
㈰
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。

※
夜
間
・
休
日
相
談
は
、
庁
舎
南

側
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

詳
細　

納
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
231
）
２
４
０
０

交通事故発生件数
発生件数 死者数 傷者数

中央区 208
（－52）

1
（＋1）

270
（－45）

札幌市 1,260
（－177）

3
（＋2）

1,534
（－225）

※平成21年２月19日現在。（　）は前年比

区　

分

住民税の申告
（市・道民税）
※所得税申告済みの方は不要

区　

分
所得税の還付申告
（給与所得者・年金受給者）

所得税・贈与税
の申告と納税

消費税および地方
消費税の申告と納税
（個人事業者）

会　

場
中央区役所１階ロビー
（中央区南３西11）

会　

場

札幌市教育文化会館３階
（中央区北１西13）
※中央区民センターでは開設
しておりません。

札幌中税務署
（中央区大通西10　札幌第二合同庁舎）
札幌西税務署
（西区発寒４－１）

期
間
お
よ
び
時
間

３月２日㈪～
 ３月16日㈪

期
間
お
よ
び
時
間

３月６日㈮まで ３月16日㈪まで ３月31日㈫まで

 午前８時45分～
 午後５時15分 

午前９時30分～正午
午後１時～４時 午前９時～午後５時

※土・日曜日は休みです。 ※各会場とも土・日曜日、祝日は休みです。

詳  

細

中央区役所課税課
市民税係
☎231-2400
（内線）282～287、290、
       529、410～412

詳  

細

３月11日からの内容です

市
税
の
夜
間
・
休
日

 

納
付
相
談
に
つ
い
て

　住民税・所得税・贈与税・消費税および地方消費税の相談と受け付けを下表の通り行っています
ので、お早めに申告してください。
※例年、受付最終日は大変混雑します。
※ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

税の申告はお済みですか？税の申告はお済みですか？

北1条通
10丁目 9丁目

スタンド

大　通
大　　　通 公　　園

国
道
230
号

札幌中税務署
（札幌第二合同庁舎）

札幌中税務署
☎231-9311

二十四軒手稲通

桑園発寒通

JR琴似駅JR琴似駅
法務局
西出張所
法務局
西出張所

発寒3条1丁目発寒3条1丁目

札幌西税務署

新
琴
似
通

札幌西税務署
☎666-5111

南9条通

札幌駅

中税務署管轄
国
道
230
号 豊

平
川

部分は中税務署、それ以
外の中央区の方は西税務署が管
轄です。

※自動音声案内にしたがって
お問い合わせください。

※自動音声案内にしたがって
お問い合わせください。
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
「
ト
ラ
ン
プ
で
脳
ト
レ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
」

　

ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
の

中
で
も
歴
史
の
あ
る
「
コ
ン
ト
ラ

ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
」
を
通
し
て
、
楽

し
く
に
ぎ
や
か
に
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　

３
月
17
日
㈫
午
後
１
時

〜
３
時
。

▽
会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
大
通
西
19
・
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
２
階
）
教
養
講
座
室
。

▽
対
象　

満
60
歳
以
上
で
来
所
可

能
な
方
。

▽
定
員
・
費
用　

10
人
・
無
料
。

▽
申
込　

不
要
。
当
日
、
直
接
会

場
へ
（
先
着
順
）。

※
満
員
の
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

自
由
参
加
講
座
の
お
知
ら
せ

▽
日
程　

下
表
の
通
り
。

▽
対
象　

満
60
歳
以
上
で
通
所
可

能
な
方
。

▽
受
講
料　

無
料
。

▽
申
込　

開
講
日
時
に
登
録
証
を

ご
持
参
の
上
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー

へ
。
登
録
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
年
齢
と
住
所
が
証
明
で
き
る
も

の
（
健
康
保
険
証
、
敬
老
手
帳
な

ど
）
を
ご
持
参
の
上
、
窓
口
で
登

録
を
し
て
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
詳
細　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
大
通
西
19
・
社
会
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
　
　
　
　

☎
（
614
）
１
０
０
１

＜自由参加講座＞

講　座　名 開　講　日 時　　間
カラオケ 第１・２・３月曜日

午後１時～３時健康音楽体操 第１・３月曜日
フラダンス 第２月曜日
スポーツダンス 第１・２・３火曜日

午前10時～正午民謡 第１・２・３水曜日
日本舞踊（西崎流） 第１・３木曜日
日本舞踊（泉　流） 第２・４金曜日 午後１時～３時

yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
yyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyy

y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y
y

３月11日からの内容です

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　広報さっぽろ１月号で募集しました「中央区広
報ＰＲ用ロゴデザイン募集」は、皆さんから165
票の投票をいただき、その結果、札幌デザイナー
学院石

いし

神
がみ

真
ま

由
ゆ

美
み

さんが制作した右の作品（広報さ
っぽろ１月号ではＡ）が最優秀作品に選ばれまし
た。新しいロゴは、広報さっぽろ「区民のページ」
の表紙として、来月号から登場します。
　また、貴重なご意見・ご感想も多数いただき、
ありがとうございました。これらを参考にし、区
民の皆さんにもっと親しまれる誌面づくりに取り
組んでまいりたいと思います。
　たくさんの投票ありがとうございました。

a　総務企画課広聴係　☎231-2400

中央区のロゴが決定！

ここに
登場します！

広報PR用ロゴに選ばれた
札幌デザイナー学院 石神真由美さんの作品
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春
を
呼
ぶ
雪
割
り
、
清
掃
を
み
ん
な
で
進
め
ま
し
ょ
う
。

３月11日からの内容です

【絵本リサイクルについて】
　家庭に眠っている絵本をお譲りいただき、
関連施設へ配布し、幼児期から絵本（読書）
に親しむ環境づくりを進めます。
◆本の種類　乳幼児向け絵本（汚れや破れの
ないもの）。※図鑑・月刊誌は対象外です。
◆活用方法　保育所・幼稚園・子育てサロン
など乳幼児施設で活用します。
◆受付場所　健康・子ども課子育て支援係子
育て情報室に直接お持ちください（南３西11 
中央保健センター１階）。
◆受付期間　３月11日㈬から18日㈬までの午
前８時45分～午後５時15分（土・日を除く）。

相談名 相談員 相談内容・曜日・時間

家庭
生活

家庭生活
カウンセラー

家庭生活、生き方、悩み事など。▲

火・木曜日▲

午前10時～正午、午後1～４時

法律 弁　護　士

困り事、争い事などの法律的見
解、解決方法について。▲

第１・３水曜日（要予約・面
談のみ）
※当日午前９時から電話で予約
の受け付け開始。先着８人。相
談時間は午後から（１人20分）。

行政 行政相談委員

国やその関係機関などの仕事に
関すること。▲

金曜日▲

午後１時～４時

　区役所１階相談コーナーではさまざまな相談を
行っています。気軽にご利用ください。相談内容
は、下表の通りです。

b　総務企画課広聴係　☎231-2400

a　健康・子ども課子育て支援係
〒060-0063 南３西11 ☎511-6399

～子育てに役立つ情報を
 提供するコーナーです～

区役所へは公共交通機関で
 お越しください
　区役所にお越しの際は、できるだけ公共交通
機関の利用をお願いします。
　区役所周辺は、駐車禁止となっています。路
上での駐車はおやめください。
　なお、区役所駐車場をご利用になる方は、交
通の妨げとならないよう順番に並んでお待ちく
ださい。
　また、中央保健センター（南３西11 区役所南
側）の立体駐車場もご利用できます。
a　総務企画課　☎231-2400（内線209）

中央区役所

中央保健センター

駐車場

駐車場

立体駐車場

国
道
2
3
0
号

南3条線 出入口

出入口

出入口

～区役所１階～区役所１階
 相談コーナーのご案内～ 相談コーナーのご案内～
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ふれあい写真館ふれあい写真館

　２月８日㈰、大倉山ジャンプ競技場（宮の森
1274）において、中央区主催の「中央区ウィン
タースポーツフェスタ i

イン

n 大倉山」が開催され、
親子連れなど約2,500人が参加しました。
　ランディングバーンを使用した「チューブす
べり」や「スノーシュー体験」など、子どもか
ら大人まで楽しめる雪遊びがたくさん用意され、
会場の至る所で歓声が聞かれました。
　また、当日は今年開催される「ねんりんピッ
ク北海道・札幌2009」のマスコット「うっさん」
が登場し、子どもたちに大人気でした。

大倉山で楽しい雪遊び大倉山で楽しい雪遊び

▲

屈
折
車
に
よ
る
救
助
訓
練

　１月26日㈪、豊平館（中島公園
１）において、中央消防署主催の
消防総合訓練が行われました。こ
れは、法隆寺金堂の火災を機に１
月26日を文化財防火デーとしたも
のです。今年で同署が行う訓練は
55回目で、この日は、消防車両５
台が出動し、放水訓練などが行わ
れました。

文化財を守る文化財を守る

　１月24日㈯、北翔大学北方圏学術情報センター「ポ
ルト」（南１西22）において、中央区主催の「オヤ
ジの仲間づくり講座」が開催されました。第１部で
は、野球評論家の村

むら

田
た

兆
ちょう

治
じ

さんがシニア世代の男
性など約220人を前に講演を行
いました。
　第２部では、村田さんを囲ん
での座談会を、第３部では座談
会の参加者が退職後の人生の過
ごし方などを話し合いました。

▲村田さんのからの
メッセージ▲村田さんを囲んでの記念撮影

第２の人生も、完投を！第２の人生も、完投を！

▲「
う
っ
さ
ん
」と
記
念
撮
影

▲

ソ
リ
体
験

▲

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
バ
ー
ン
で
の「
チ
ュ
ー
ブ
す
べ
り
」▲

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
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